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審
査
員
は
棚
田
オ
ー
ナ
ー

10
月
27
日
、
第
二
農
場
多

目
的
集
会
施
設
で
兵
庫
畑
の

棚
田
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制

度
10
周
年
を
む
か
え
、
ま
た

「
栃
木
ふ
る
さ
と
田
園
風
景

百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
の
を

記
念
し
、
兵
庫
畑
の
棚
田
を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
兵

庫
畑
棚
田
を
守
る
会
が
主
催

し
、
エ
マ
タ
カ
メ
ラ
店
、
市

民
力
か
わ
ら
版
が
協
催
で
行

い
、
今
年
で
第
２
回
目
と
な

り
ま
す
。

写
真
の
審
査
は
、
10
月
５

日
の
収
穫
祭
で
棚
田
オ
ー
ナ
ー

の
方
を
中
心
に
34
人
が
、
良

い
と
思
う
作
品
に
投
票
し
、

上
位
得
点
の
作
品
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

棚
田
を
少
し
で
も
知
っ

て
も
ら
い
た
い

表
彰
式
で
は
、
兵
庫
畑
棚

田
を
守
る
会
の
野
滝
勝
会
長

よ
り
入
賞
者
に
賞
状
と
副
賞

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
副
賞

に
は
、
棚
田
を
守
る
会
よ
り

「
棚
田
の
清
流
米
」
と
エ
マ

タ
カ
メ
ラ
店
か
ら
フ
レ
ー
ム

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

棚
田
を
守
る
会
の
野
滝
会

長
は
「
矢
板
の
自
然
の
良
い

と
こ
ろ
、
棚
田
を
少
し
で
も

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
来
年
も

継
続
す
る
の
で
、
多
く
の
作

品
が
応
募
さ
れ
る
よ
う
に
」

と
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
の
思
い

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
山
の

駅
た
か
は
ら
（
来
年
３
月
末

ま
で
）
そ
の
後
郷
土
資
料
館

で
展
示
し
ま
す
。
（
Ｔ
・
Ｍ
）

福
祉
ま
つ
り
と
は

11
月
３
日
の
文
化
の
日
、
第

36
回
矢
板
市
福
祉
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
福
祉
ま
つ
り
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
み
ん

な
で
秋
空
の
下
で
楽
し
み
、
交

流
を
深
め
、
ま
た
、
障
が
い
者

団
体
や
福
祉
活
動
に
携
わ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

会
場
と
な
る
市
役
所
駐
車
場

に
は
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
団
体

の
活
動
の
様
子
を
パ
ネ
ル
展
示
、

バ
ザ
ー
、
銀
の
カ
レ
ー
、
お
で

ん
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
非
常
食

炊
き
出
し
配
布
、
子
ど
も
た
ち

と
の
簡
単
工
作
、
手
話
ク
イ
ズ
、

ク
ッ
キ
ン
グ
戦
士
ク
ッ
ク
マ
ン

な
ど
、
団
体
参
加
者
と
来
場
者

が
と
も
に
楽
し
み
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

以
前
は
、
「
福
祉
ま
つ
り
」

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

「
つ
つ
じ
の
郷
や
い
た
、
と
も

な
り
祭
り
」
と
合
同
開
催
と
な
っ

て
か
ら
、
福
祉
ま
つ
り
の
意
義

は
薄
れ
が
ち
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
人
に
福
祉
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
矢
板
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
毎
年

工
夫
を
凝
ら
し
て
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

福
祉
ま
つ
り
の
参
加
者
に

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◆
レ
ン
ゲ
グ
ル
ー
プ

（
代
表

中
村
有
子
さ
ん
）

矢
板
の
名
所
八
方
ケ
原
に
少

し
で
も
多
く
の
観
光
客
に
来
て

い
た
だ
き
、
景
観
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
山
の
駅
か
ら

八
方
ケ
原
を
中
心
に
、
ト
イ
レ

の
清
掃
や
道
路
周
辺
の
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
の
美
化
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

シ
ー
ズ
ン
中
の
５
月
～
６
月

に
４
～
５
回
お
も
て
な
し
の
気

持
ち
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活

動
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
12

時
で
す
。
参
加
で
き
る
方
募
集

し
て
い
ま
す
。
連
絡
先
は
、

(

４
３
‐
３
３
３
２)

中
村
ま
で
。

◆
手
話
講
習
会

（
代
表

河
井
正
志
さ
ん
）

矢
板
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
と
し
て
、
約
30
年
前
か
ら

や
っ
て
い
ま
す
。
初
級
と
中
級

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
現
在
は
約

20
人
の
方
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

教
室
は
矢
板
公
民
館
で
毎
週
火

曜
日
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時

ま
で
で
す
。
生
徒
は
毎
年
４
月

に
募
集
し
て
い
ま
す
。

教
室
の
ほ
か
に
、
年
に
１
回

小
学
校
の
生
徒
さ
ん
に
、
ミ
ニ

講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
シ
ル
バ
ー
大
学
校
で
の
講

座
の
際
、
通
訳
と
し
て
頼
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
話
に

関
心
の
あ
る
方
は
、
矢
板
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
４
４-

３
０

０
０
）
が
窓
口
で
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

中
学
生
以
上
の
方
が
対
象
で
、

基
本
的
に
受
講
料
は
無
料
で
す

が
、
参
考
書
代
と
し
て
１
０
０

０
円
～
２
０
０
０
円
ぐ
ら
い
か

か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｍ
＆
Ｋ
・
Ｈ
）

第
２
回
棚
田
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

交
流
を
深
め
た
福
祉
ま
つ
り

入
賞
者

大
賞

「
み
ん
な
笑
顔
で
」

斎
藤

寛

氏

特
選

「
田
植
え
の
候
」

五
十
嵐

毅

氏

「
静
か
な
夜
明
け
」

大
森

信
重

氏

準
特
選

「
棚
田
の
夜
明
け
」

半
田

信
一

氏

「
棚
田
に
映
え
る
こ

い
の
ぼ
り
」

伴

敏
子

氏

こ
の
ほ
か
、
入
選
が
３
点
、

佳
作
が
４
点
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

大
賞
作
品

「
み
ん
な
笑
顔
で
」

どれがいいかな？？

表彰式もなごやかに…

秋晴れの中、会場はた

くさんの方で賑わって

いました！


